
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

深層学習を用いた画像認識応用研究 

 

氏氏名名：：      奧奧村村  俊俊昭昭／／OOKKUUMMUURRAA  TToosshhiiaakkii  EE--mmaaiill：：  ookkuummuurraa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，情情報報処処理理学学会会，，画画像像電電子子学学会会，，農農業業情情報報学学会会  

研研究究分分野野：：  人人間間情情報報学学  

キキーーワワーードド：：  パパタターーンン認認識識，，画画像像処処理理，，ココンンピピュューータタビビジジョョンン，，深深層層学学習習  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・画画像像解解析析，，画画像像中中のの自自動動領領域域抽抽出出  

・・画画像像認認識識をを用用いいたた作作業業効効率率化化シシスステテムム開開発発  

  

 
研研究究内内容容：：    

画画像像認認識識はは深深層層学学習習ラライイブブララリリのの充充実実化化でで活活用用がが容容易易ににななっってていいるるがが，，単単純純ににラライイブブララリリをを用用いいたただだけけでではは解解決決でできき

なないい問問題題ももああるる。。どどここでで誰誰ががどどののよよううなな状状況況でで利利用用すするるかかをを重重視視しし，，ニニッッチチなな問問題題にに対対すするる解解決決策策をを研研究究すするる。。  

  

【【現現在在のの主主なな研研究究】】  

●●『『農農作作物物収収穫穫時時期期判判別別シシスステテムム開開発発にに関関すするる研研究究』』  

 携携帯帯可可能能ななトトママトト収収穫穫時時期期提提示示シシスステテムムのの研研究究開開発発  

 熟熟練練者者ののノノウウハハウウややトトママトト形形状状・・表表面面のの画画像像をを用用いいてて自自動動認認識識  

 画画像像かからら推推測測ししてて収収穫穫にに適適ししてていいるるかか否否かかををリリアアルルタタイイムムにに提提示示  

 初初心心者者やや外外国国人人研研修修生生のの収収穫穫研研修修支支援援  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 
 
 
 
 
 
  

  

  

スマートグラス
（カメラ機能、ディスプレイ機能、

多数のセンサ類が内蔵）

コントローラー
(Android搭載)

画像解析用PC

無線通信

学習用の
大量サンプル画像

深層学習

画像識別器

収収穫穫
ＯＯＫＫ

ディスプレイ表示

トマト着色度指標

収穫指示
（着色度指標番号）

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

深層学習を用いた画像認識応用研究 

 

氏氏名名：：      奧奧村村  俊俊昭昭／／OOKKUUMMUURRAA  TToosshhiiaakkii  EE--mmaaiill：：  ookkuummuurraa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，情情報報処処理理学学会会，，画画像像電電子子学学会会，，農農業業情情報報学学会会  

研研究究分分野野：：  人人間間情情報報学学  

キキーーワワーードド：：  パパタターーンン認認識識，，画画像像処処理理，，ココンンピピュューータタビビジジョョンン，，深深層層学学習習  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・画画像像解解析析，，画画像像中中のの自自動動領領域域抽抽出出  

・・画画像像認認識識をを用用いいたた作作業業効効率率化化シシスステテムム開開発発  

  

 
研研究究内内容容：：    

画画像像認認識識はは深深層層学学習習ラライイブブララリリのの充充実実化化でで活活用用がが容容易易ににななっってていいるるがが，，単単純純ににラライイブブララリリをを用用いいたただだけけでではは解解決決でできき

なないい問問題題ももああるる。。どどここでで誰誰ががどどののよよううなな状状況況でで利利用用すするるかかをを重重視視しし，，ニニッッチチなな問問題題にに対対すするる解解決決策策をを研研究究すするる。。  

  

【【現現在在のの主主なな研研究究】】  

●●『『農農作作物物収収穫穫時時期期判判別別シシスステテムム開開発発にに関関すするる研研究究』』  

 携携帯帯可可能能ななトトママトト収収穫穫時時期期提提示示シシスステテムムのの研研究究開開発発  

 熟熟練練者者ののノノウウハハウウややトトママトト形形状状・・表表面面のの画画像像をを用用いいてて自自動動認認識識  

 画画像像かからら推推測測ししてて収収穫穫にに適適ししてていいるるかか否否かかををリリアアルルタタイイムムにに提提示示  

 初初心心者者やや外外国国人人研研修修生生のの収収穫穫研研修修支支援援  
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研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：障害児・者のための学習・生活活動 
     支援機器（ソフト含む）に関する研究  

 

氏氏名名：：      竹竹島島  久久志志／／TTAAKKEESSHHIIMMAA  HHiissaasshhii  EE--mmaaiill：：  ttaakkeessiimmaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本リリハハビビリリテテーーシショョンン工工学学協協会会，日日本本福福祉祉工工学学会会等等  

研研究究分分野野：：  そそのの他他工工学学  

キキーーワワーードド：：  アアシシスステティィブブテテククノノロロジジーー((AATT))，拡拡大大代代替替ココミミュュニニケケーーシショョンン((AAAACC))，特特別別支支援援教教育育支支援援ツツーールル  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・障障害害児児（（主主にに肢肢体体不不自自由由児児））ののたためめののココミミュュニニケケーーシショョンン・学学習習等等をを支支援援すするる機機器器ににつついいてて  

・・特特別別支支援援教教育育ににおおけけるる支支援援機機器器・・学学習習／／教教育育ソソフフトトににつついいてて  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

●●重重度度肢肢体体不不自自由由児児のの教教育育・・学学習習活活動動支支援援機機器器のの研研究究  

 重度肢体不自由児の主体的な学習活動を支援するため

の装置（主にマイコン利用）やソフトウェアを研究開発して

いる。図 1はこれまでに開発したスイッチ活動を支援するた

めの装置である。これらは，製作キットとして（一社）日本支

援技術協会を通じて販売されている。 

 

●●重重度度肢肢体体不不自自由由児児ココミミュュニニケケーーシショョンン発発達達支支援援シシスステテムム

のの研研究究  

 発話困難な重度肢体不自由者のコミュニケーションを実

現するための装置として意思伝達装置がある。しかし，生

後間も無く重度肢体不自由となった子供が意思伝達装置

を使えるようになるには，スイッチ操作や文字等を習得す

る必要がある。本研究では，子供の発達段階に応じた学

習プログラムを提案し，それを実施するための学習支援ア

プリ（図 2）を言語聴覚士等と研究開発している。 

 

●●特特別別支支援援教教育育ののたためめのの学学習習支支援援アアププリリのの研研究究  

 特別支援学級等では，対象児童生徒の状況に応じた丁

寧な教育が求められている。本研究では，特別支援学級

担当教員との共同研究として，対象児童生徒の学習を支

援するためのアプリを研究開発している。図 3 はこれまで

に開発した算数学習支援アプリであり，インターネットで一

般公開している。 

 

 

図 2 コミュニケーション発達支援システム 

 

(a) Web システム 

 
(b) 導入用VOCA 

 

図 1 スイッチ活動支援機器 

 

(a) ラッチ＆タイマー 

 
(b) 学習型赤外線リモコン 

 

図 3 算数学習支援アプリ 

 

(a) Web アプリ版 

 
(b) Android 版 
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